
食肉販売動向調査結果 

（平成29年度下半期） 

平成２9年10月 

独立行政法人農畜産業振興機構 

【ポイント】 

１ ２９年度下半期における食肉の販売見通し（卸売業者・小売業者） 

○ 牛肉については、高値が続く和牛から交雑種や乳用種へ、さらに輸入牛肉のほか、 

 豚肉や鶏肉にシフトする見通しとなっている。 

○ 豚肉については、牛肉からの需要シフトや国産豚肉の価格が高値で推移しているこ 

 とから、輸入品の増加が見込まれる。 

 

２ 小売業者の食肉惣菜の販売動向 

○ 共働き世帯や単身世帯が増加する中、小売店では消費者の簡便化志向への対応、調 

 理技術を活かしたおいしさの提案などから、食肉惣菜の取扱いを増やしている。 

○ 量販店では主に輸入品を原料としたプルコギやハンバーグ、ステーキ、焼肉の下ご 

 しらえをした商品が多い。一方、専門小売店では主に地域産や特定の農場などを原 

 料としたとんかつ（下ごしらえ、調理品）や焼豚（調理品）が多い。 

○ 小売店における食肉惣菜の収益性については、廃棄率が高いという意見があるもの 

 のの、加工調理といった付加価値を確保できることや精肉の用途が広がり、消費が 

 拡大することなどからおおむね高いという結果が得られた。 
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注：調査対象先は、食肉の市況（仲間相場）や小売価格について、当機構が   
あ  定期的に調査を実施している企業（全国の主要卸売業者および主要量販     
あ  店並びに食肉専門店） 

１．調査方法 

  アンケート調査 

２．調査対象先と回収率 

  右表のとおり 

３．調査期間 

  平成29年7月20日～8月10日 

（参考）調査先と回収数 

 当機構では、食肉の消費・販売動向を把握するため、年に２回、卸売業者や小売業者
（量販店および食肉専門店）の協力を得て、食肉の取り扱いや販売見通しに関するアン
ケート調査を実施している。    

 今回は、平成29年度上半期（29年4月～9月）の実績および平成29年度下半期（29年 

 10月～30年3月）の見通しについて調査を行った。概要は以下の通りである。 

調査概要 

(単位：社)

回収数②
回収率（％）

③＝②/①

卸売業者

牛肉 14 14 100

豚肉 13 13 100

小売業者

量販店 21 21 100

食肉専門店 63 63 100

調査先対象数①

調査対象先と回収率
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Ⅰ-1 仕向け先別販売割合（卸売業者） 

牛肉 ～量販店・食肉専門店向けは、和牛・国産品が5割弱～ 

1 

〇29年度上半期の卸売業者における牛肉の仕向け先別の販売割合の実績（重量ベース、以下 

 同じ。）は、和牛については、「量販店･食肉専門店」が最も多く44％、次いで、「二次卸 

 売業者」が28％、「外食店」が16％となった。 

〇国産品（和牛を除く）については、「量販店・食肉専門店」が最も多く46％、次いで、 

 「二次卸売業者」が26％、「外食店」が12％となった。 

〇輸入品（冷蔵）については、「量販店・食肉専門店」が最も多く40％、次いで、「二次卸 

 売業者」が24％、「外食店」が17％となった。 

○輸入品（冷凍）については、「二次卸売業者」が最も多く26％、次いで、「外食店」が 

 22％、「量販店・食肉専門店」が21％となった。 

○和牛、国産品および輸入品（冷蔵）は4割強が量販店・食肉専門店向けであり、消費者の国 

 産志向および低価格志向の両方に対応するため、品揃えを拡充していることがうかがえ 

 る。特に和牛の卸売価格が高値で推移してきたことから、結果として輸入品の増加につな 

 がっているとの意見も挙げられた。 

〇29年度上半期の卸売業者における豚肉の仕向け先別の販売割合は、国産品については、  

 「量販店･食肉専門店」が最も多く51％、次いで、「二次卸売業者」が12％、「外食店」 

 が11％となった。 

○輸入品（冷蔵）については、「量販店･食肉専門店」が最も多く47％、次いで、「二次卸売 

 業者」が26％、「食肉加工業者」が10％となった。 

○輸入品（冷凍）については、「二次卸売業者」が最も多く37％、次いで、「食肉加工業者」  

 が28％、「量販店･食肉専門店」が14％となった。  

○国産品および輸入品（冷蔵）ともに、約5割が量販店･食肉専門店向けであり、牛肉と同様に 

 消費者の国産志向および低価格志向に対応するため、品揃えを拡充している。 

豚肉 ～量販店・食肉専門店向けは、国産品・輸入品（冷蔵）ともに約5割～ 

注：データは、各社の仕向先別販売割合（重量ベース）の単純平均を使用。 

注：データは、各社の仕向先別販売割合（重量ベース）の単純平均を使用。 
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〇29年度上半期の卸売業者における牛肉の取扱割合の実績（重量ベース、以下同じ。）は、 

 国産品44％、輸入品56％となった。28年度下半期実績と比較すると、国産品が6ポイント 

 減少し、輸入品が6ポイント増加した。特に和牛については、高値で推移したことから、７ 

 ポイント減少した。 

〇29年度下半期の見通しは、29年度上半期実績と比較すると、国産品のうち、交雑種は１ポイ 

 ント減少する一方、乳用種は２ポイント増加するとしている。輸入品は、冷蔵品は増加とな 

 るものの、全体では横ばいとしている。理由としては、前回の調査回答と同様に高値が続い 

 ている国産品から輸入品（冷蔵）へのシフトが継続するといった回答がみられた。 
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Ⅰ-2 最近の食肉の取扱割合（卸売業者） 

牛肉 ～ 輸入は冷凍品から冷蔵品へシフト ～ 

2 

豚肉 ～ 国産品および輸入品は横ばい～ 

〇29年度上半期の卸売業者における豚肉の取扱割合の実績は、国産品47％、輸入品53％と 

 なった。 28年度下半期実績と比較すると、国産品が9ポイント減少し、輸入品が9ポイント 

 増加した。理由として、「消費者の国産志向は高いものの、相場高および供給量の減少によ 

 り輸入品にシフト」などの回答が得られた。 

○29年度下半期の見通しは、引き続き国産品に比べて、輸入品の供給量が高いことから、29 

 年度上半期実績と同様の割合となった。 

注：データは、各社の取扱割合（重量ベース）の単純平均を使用。 

注：データは、各社の取扱割合（重量ベース）の単純平均を使用。 
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〇29年度下半期の卸売業者における牛肉の販売見通し（前年同期比）については、部位別では 

 傾向は異なるものの、全体的に見ると和牛は「減少」、国産品は「増加」の割合が多くなっ 

 ている。部位別に見ると、和牛では「ヒレ」や「切り落とし」が増加する一方、「サーロイ 

 ン」や「ばら」、「もも」が減少する見通しとなっている。特に国産品では、「切り落と 

 し」が増加すると回答した者が７割強を占めた。 

 ○輸入品については、冷蔵品は全ての部位で「増加」が「減少」を上回り「かたロース」、 

 「ばら」を中心に増加見通しとなった。冷凍品は部位により異なる結果であるものの、「か 

 たロース」、「ばら」、「切り落とし」が増加する見通しとなっている。 

牛肉 

Ⅰ-3 食肉の部位別販売見通し（卸売業者） 

～ 和牛・国産品は「切り落とし」が、輸入品（冷蔵）は「かたロース」や「ばら」が  
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〇29年度下半期の卸売業者における豚肉の販売見通し（前年同期比）については、国産品は 

 「増加」もしくは「同程度」の割合が多くなっている。部位別に見ると、「かたロース」、  

 「ロース」、「ばら」などが「増加」する見通しとなっている。理由としては、量販店にお 

 ける販売アイテムとして、「かたロース」などを使用した切り落としの取扱いが一般化して 

 おり、引き続き拡販傾向にある点が挙げられる。 

○輸入品については、冷蔵品・冷凍品ともにおおむね「増加」する見通しとなっており、理由 

 として、「国産品価格の上昇を背景とした低価格志向による輸入品へのシフト」が多く挙げ 

 られた。また、冷蔵品・冷凍品ともに「切り落とし」が「増加」する見通しとなっている。 

 理由としては「鍋商材向けなどの需要の増加」が挙げられた。 

豚肉 

Ⅰ-3 食肉の部位別販売見通し（卸売業者） 

～ 国産品は「かたロース」や「ロース」が、輸入品はおおむね増加傾向～ 
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Ⅱ-１ 最近の食肉の取扱割合（小売業者） 

〇29年度上半期の量販店における食肉の取扱割合の実績（重量ベース。以下同じ。）は、牛肉 

 31％、豚肉44％、鶏肉25％となった。28年度下半期実績と比較すると、鶏肉が3ポイント 

 減少した一方、牛肉が3ポイント増加した。 

〇29年度下半期の見通しは、牛肉32％、豚肉43％、鶏肉25％であり、29年度上半期実績と 

 比べて、和牛がわずかに増加し、国産豚肉がわずかに減少している。 

量販店 ～ 和牛がわずかに増加、国産豚肉がわずかに減少～ 

～ 和牛と輸入豚肉がわずかに増加、輸入牛肉と国産豚肉がわずかに減少～ 

5 

〇29年度上半期の食肉専門店における食肉の取扱割合の実績は、牛肉45％、豚肉38％、鶏肉 

 17％となった。食肉専門店は、量販店と比べて和牛の取扱割合が高く、鶏肉の割合が低い 

 ことが特徴である。28年度下半期実績と比較すると、鶏肉が2ポイント減少した一方、牛肉 

 が2ポイント増加した。 

○29年度下半期の見通しは、牛肉45％、豚肉38％、鶏肉17％であり、29年度上半期実績と 

 比べて、輸入牛肉と国産豚肉がわずかに減少し、和牛と輸入豚肉がわずかに増加している。 
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注：データは、各社の取扱割合（重量ベース）の単純平均を使用。 

注１：データは、各社の取扱割合（重量ベース）の単純平均を使用。 

 ２：各年度ごとに各社合計の取扱数量が異なるため、必ずしもP６Ⅱ-2「食肉の見通し（小売業）」の内容と一致しない。 
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〇29年度下半期の量販店における食肉販売見通し（前年同期比）については、和牛と輸入鶏肉  

 を除いて「増加」が「減少」を上回った。 

○特に、国産鶏肉の増加割合が高い理由として、「高値が続く牛肉や豚肉からのシフト」、 

 また、輸入豚肉の増加理由として、「消費者の低価格志向」がそれぞれ多く挙げられた。 

 その他、輸入牛肉は「売り場スペースの拡大」、国産豚肉は「特売回数の増加」、輸入豚肉 

 は「味付け商材の強化」といった回答が得られた。 

○和牛の減少理由として、「輸入牛肉などへのシフト」が挙げられた一方、増加理由として、  

 「枝肉相場が前年より落ち着き、販促を増やす」、「他店との差別化」、「国産志向を背景 

 にしたシニア世代を中心に購買頻度が上がる」などが挙げられた。 

量販店 

Ⅱ-２ 食肉の販売見通し（小売業者） 

～ 輸入豚肉および国産鶏肉、「増加」が約5割～ 

〇29年度下半期の食肉専門店における食肉販売見通し（前年同期比）については、「同程度」 

 が最も多く、国産牛肉、輸入牛肉および国産鶏肉は「増加」が「減少」を上回った。 

〇国産牛肉の増加理由として、「消費者の低価格志向（和牛と比べて）」が多く挙げられた。 

 また、輸入牛肉および国産鶏肉は「他畜種からの需要シフト」が多く挙げられた。 

〇一方、国産豚肉の減少理由として、「仕入価格上昇に伴う値上げによる販売減」、「仕入価 

 格上昇による特売回数の減少」、「仕入価格上昇による輸入牛肉など他畜種へのシフト」と 

 いった回答が多く得られた。 

食肉専門店 ～ 国産牛肉・輸入牛肉・国産鶏肉は「増加」が「減少」を上回る ～ 

6 

18

29

29

18

19

17

13

64

54

60

60

62

73

74

18

17

11

22

19

10

13

0 20 40 60 80 100

和牛

国産牛肉（和牛を除く）

輸入牛肉

国産豚肉

輸入豚肉

国産鶏肉

輸入鶏肉

（％）

増加 同程度 減少

24

29

35

33

45

50

7

52

57

60

53

50

45

50

24

14

5

14

5

5

43

0 20 40 60 80 100

和牛

国産牛肉（和牛を除く）

輸入牛肉

国産豚肉

輸入豚肉

国産鶏肉

輸入鶏肉
（％）

増加 同程度 減少

注：各社からの回答数を積み上げた数値。そのため、必ずしもP5Ⅱ-1「最近の食肉の取扱割合（小売業）」の内容と一致しない。 

 

file://Alicint/wwwroot/Info/企画調整部/alicロゴデータ/


〇29年度上半期の量販店における小売価格（前年同期比）については、国産豚肉、輸入豚肉お 

 よび国産鶏肉は「値上げした」が「値下げした」を上回り、それ以外は輸入牛肉を除いて 

 「値下げした」が「値上げした」を上回った。国産豚肉は卸売価格が上昇する中、値上げし 

 た社は3割に留まり、仕入価格上昇分を価格転嫁していない社は約7割いることが明らかに 

 なった。 

〇29年度下半期の量販店における小売価格の見通し（前年同期比）については、輸入牛肉、輸 

 入豚肉は「値上げする」が「値下げする」を上回り、それ以外は「値下げする」が「値上げ  

 する」を上回った。 

量販店 

Ⅱ-3 小売価格の見通し（小売業者） 

～ 国産豚肉・輸入豚肉・国産鶏肉は、「値上げする」が「値下げする」を上回る ～ 

7 

食肉専門店 ～ 全ての牛肉・国産豚肉・国産鶏肉は「値上げする」が「値下げする」を上回る～ 

〇29年度上半期の食肉専門店における小売価格（前年同期比）については、全ての食肉で「値 

 上げした」が「値下げした」を上回った。一方、量販店と同様、仕入価格上昇分を価格転嫁 

 していない社が約半数いることが明らかになった。 

〇29年度下半期の食肉専門店における小売価格の見通し（前年同期比）については、牛肉全般  

 と国産豚肉、国産鶏肉は「値上げする」が「値下げする」を上回り、それ以外はおおむね現 

 状維持との回答となった。 

29年度上半期の小売価格 29年度下半期の小売価格 

29年度上半期の小売価格 29年度下半期の小売価格 

32

32

17

32

13

7

13

66

61

77

65

84

93

83

2

7

6

3

3

4

0 20 40 60 80 100

和牛

国産牛肉（和牛を除く）

輸入牛肉

国産豚肉

輸入豚肉

国産鶏肉

輸入鶏肉
（％）

値上げした 変わらない 値下げした

25

17

14

21

3

7

4

75

76

83

74

94

93

87

7

3

5

3

9

0 20 40 60 80 100

和牛

国産牛肉（和牛を除く）

輸入牛肉

国産豚肉

輸入豚肉

国産鶏肉

輸入鶏肉
（％）

値上げする 変わらない 値下げする

10

20

5

5

76

95

70

86

95

86

86

14

5

10

14

9

14

0 20 40 60 80 100

和牛

国産牛肉（和牛を除く）

輸入牛肉

国産豚肉

輸入豚肉

国産鶏肉

輸入鶏肉
（％）

値上げする 変わらない 値下げする

5

15

29

5

19

81

90

70

62

95

67

93

14

10

15

9

14

7

0 20 40 60 80 100

和牛

国産牛肉（和牛を除く）

輸入牛肉

国産豚肉

輸入豚肉

国産鶏肉

輸入鶏肉
（％）

値上げした 変わらない 値下げした
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〇量販店における販売拡大に向けた具体的な対応については、牛肉では１位が「調理方法や食  

 べ方の提案」、2位が「特定の年齢層・家族形態を対象とした商品の品揃え強化」および 

 「低級部位や切り落としの強化」であった。 

〇豚肉では１位が「調理方法や食べ方の提案」、２位が「総菜や味付け肉の強化」、3位が  

 「低級部位や切り落としの強化」であった。 

〇鶏肉では１位が「調理方法や食べ方の提案」および「総菜や味付け肉の強化」であった。 

〇前回調査と同様に「調理方法や食べ方の提案」は全畜種で1位となった。具体例として、 

 「顧客の購買心理に基づいた中長期的視点での品揃え立案」や「マーケットニーズに合わせ 

 た量サイズ、メニュー提案、一次加工など具現化」といった回答が得られ、消費者の購入を 

 喚起する取り組みを一層強化していることがうかがえた。 

量販店 

Ⅱ-4 食肉の販売拡大に向けた対応（小売業者） 

～ 全畜種で「調理方法や食べ方の提案」が1位～ 

8 

注：複数回答。 

14

0

10

86

43

43

86

38

10

14

38

52

(％)

19

0

19

76

48

48

71

48

52

67

52

62

(％)

牛肉 豚肉 鶏肉

19

5

19

71

52

24

57

38

52

67

38

67

インターネット販売への対応

ポイントカードの導入など、

特典の付与

価格表示方法の工夫

調理方法や食べ方の提案

産地・飼育条件の表示の強化

特売回数の増加

総菜や味付け肉の強化

少量パックの充実

輸入品の販売強化

低級部位や切り落としの強化

銘柄品の品揃え強化

特定の年齢層・家族形態を対

象とした商品の品揃え強化

(％)
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〇食肉専門店における販売拡大に向けた具体的な対応については、牛肉では１位が「銘柄品の 

 品揃え強化」、２位が「調理方法や食べ方の提案」、3位が「低級部位や切り落としの強 

 化」 であった。 

〇豚肉では１位が「総菜や味付け肉の強化」、２位が「銘柄品の品揃え強化」 、３位が「調理 

 方法や食べ方の提案」であった。 

〇鶏肉では１位が「調理方法や食べ方の提案」、２位が「総菜や味付け肉の強化」、３位が
「銘柄品の品揃え強化」であった。 

〇前回調査と比べると、特に牛肉において、前回１位の「低級部位や切り落としの強化」を抑  

 え、「銘柄品の品揃え強化」が1位になった。食肉専門店では一般的に和牛主体の品揃えで  

 あるが、さらに、味付け牛肉などを中心とした付加価値商品を充実させた販売強化に取り組 

 んでいる。その他、「国産志向に対応した銘柄品の品揃えを強化する」、「相場高のため精 

 肉は割高に感じられることから、手作り総菜の販売を強化する」などが挙げられた。 

食肉専門店 

Ⅱ-4 食肉の販売拡大に向けた対応（小売業者） 

～ 牛肉では「銘柄品の品揃え強化」が1位 ～ 

9 

注：複数回答。 

5

15

8

45

23

26

48

15

15

34

47

39

(％)

5

17

8

45

23

25

42

15

5

10

37

32

(％)

牛肉 豚肉 鶏肉

15

13

11

52

37

15

26

10

13

47

56

44

インターネット販売への対応

ポイントカードの導入など、

特典の付与

価格表示方法の工夫

調理方法や食べ方の提案

産地・飼育条件の表示の強化

特売回数の増加

総菜や味付け肉の強化

少量パックの充実

輸入品の販売強化

低級部位や切り落としの強化

銘柄品の品揃え強化

特定の年齢層・家族形態を対

象とした商品の品揃え強化

(％)
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Ⅱ-5 食肉惣菜の取扱見通し（小売業者） 

食肉惣菜の取扱見通し ～取扱割合は食肉・食肉惣菜全体の１割前後～ 

○29年度上半期における小売店が取り扱う食肉惣菜については、量販店では牛肉惣菜のうち、 

 下ごしらえをした「プルコギ」や「ハンバーグ」「ステーキ」「焼肉」などが高い結果と 

 なった。また、専門小売店では豚肉惣菜のうち、下ごしらえをした「とんかつ」や調理品の  

 「焼豚」、「とんかつ」の取扱割合が高く、調理に手間をかけたアイテムが上位となった。 

○また、食肉惣菜の原材料については、総じて量販店では輸入品を、専門小売店では国産品を 

 主に使用している。量販店では「オリジナルのたれを調合し、味の向上に努める」、「手間 

 はかかるが冷凍総菜ではなく、店舗内での調理品の方が見た目や鮮度が良く、売上につなが 

 る」など原料の肉質よりも、調理方法（タレなど）を重視している。専門小売店で「原料、 

 調理法にこだわる」、「県産や牧場指定の高品質な豚肉を使用」などの回答が得られた。 

○食肉惣菜の販促の工夫については、「共働きの家庭が多い中、少しでも主婦の負担を減らせ 

 るように毎日メニューを提供している」や「簡単・時短で調理できることをアピールし、 

 コーナー化した販売を行っている」などが挙げられた。 

食肉惣菜の取扱アイテム 

10 

〇29年度下半期の小売業者における食肉惣菜の取扱見通しについては、量販店は牛肉惣菜が  

 13％、豚肉惣菜が12％、食肉専門店は牛肉惣菜が10％、豚肉惣菜が15％であった。 

 食肉専門店は、量販店に比べて牛肉惣菜の取扱割合が低く、豚肉惣菜が高い結果となった。 

量販店（合計19社） 

量販店（合計18社） 

9

14

91

86

牛肉

豚肉

（％）総菜 精肉

10

15

90

85

牛肉

豚肉

（％）総菜 精肉

食肉専門店（合計54社） 量販店（合計19社） 

28年度下半期（実績） 29年度下半期（見通し） 28年度下半期（実績） 29年度下半期（見通し） 

牛肉惣菜（下ごしらえ）の取扱割合

8

6

15

17

40

40

その他

プルコギ

ステーキ

サイコロステーキ

焼肉

ハンバーグ （％）

豚肉惣菜（調理品）の取扱割合

17

6

7

9

11

15

69

69

その他

ポークソテー

冷しゃぶ

角煮

ローストポーク

生姜焼き

とんかつ

焼豚 （％）

豚肉惣菜（下ごしらえ）の取扱割合

2

2

22

52

その他

ポークソテー

生姜焼き

とんかつ （％）

牛肉惣菜の取扱割合 専門小売店（合計53社） 

専門小売店（合計54社） 

11

11

89

89

牛肉

豚肉

（％）総菜 精肉

13

12

87

88

牛肉

豚肉

（％）総菜 精肉

牛肉惣菜（調理品）の取扱割合

17

44

ハンバーグ

ローストビーフ （％）

牛肉惣菜（下ごしらえ）の取扱割合

6

17

50

56

61

78

その他

サイコロステーキ

焼肉

ステーキ

ハンバーグ

プルコギ （％）

豚肉惣菜（調理品）の取扱割合

11

21

26

26

ポークソテー

焼豚

ローストポーク

生姜焼き （％）

豚肉惣菜（下ごしらえ）の取扱割合

5

32

37

47

その他

ポークソテー

とんかつ

生姜焼き （％）

豚肉惣菜の取扱割合 

～量販店ではプルコギ、食肉専門店では焼豚やとんかつ～ 

牛肉惣菜（調理品）の取扱割合 

19 

9 

13 

42 

47 

その他 

煮込み 

たたき 

ハンバーグ 

ローストビーフ （％） 

※食肉惣菜：ここでは、精肉を加工・調理した製品のうち、原料生肉割合が高いものに限る。内臓品は除いた。 

      また、社（店）内で加工・調理したものを対象とし、食肉加工メーカー製造の食肉惣菜は除いた。 
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食肉惣菜の収益性 ～食肉惣菜の収益性はおおむね高い～ 

〇量販店における食肉惣菜の収益性は、「普通」が最も多く50％、次いで、「高い」が28％、 

 「低い」16％、「わからない」が6％となった。一方、専門店は、「高い」が最も多く  

 49％、次いで、「普通」が31％、「低い」が20％となった。 

〇食肉惣菜の収益性が高い理由は、「販売価格が高い」という回答が多く得られた。他には、 

 「精肉より利幅が大きい」、「揚げ物はあらゆる部位を活用できるため」、「端材の利用な 

 ど歩留まりを上げる工夫をしている」などが挙げられた。 

○逆に収益性が低い理由は、「廃棄率が高い」という回答が多く得られた。他には、「手間の 

 わりに儲けが少ない」といった回答が得られた。 

Ⅱ-5 食肉惣菜の取扱見通し（小売業者） 

食肉惣菜の取扱見通し ～量販店では増加、専門小売店ではわずかに増加～ 

〇29年度下半期の食肉惣菜の取扱見通しは、量販店の牛肉惣菜および豚肉惣菜では「増加」が 

 6割超で最も多く、「減少」と回答した者がいなかった。食肉の販売見通し（6ページ参照） 

 と比べても食肉惣菜は増加が顕著となっている。一方、専門小売店の牛肉惣菜および豚肉惣 

 菜では「同程度」が7割超で最も多く、「増加」が「減少」を上回った。 

〇食肉惣菜の増加理由として、量販店および専門小売店では「消費者の簡便性志向などの高ま 

 りによる惣菜需要の増加」という回答が最も多く得られた。 

注：取扱割合は重量ベース 

11 

専門小売店（合計55社） 

食肉惣菜の収益性 

高い

49%
普通

31%

低い

20%

食肉専門店（合計55社）

19

18

74

76

7

6

0 20 40 60 80 100

牛肉惣菜

豚肉惣菜

（%）

増加 同程度 減少

61

63

39

37

0 20 40 60 80 100

牛肉惣菜

豚肉惣菜

（%）

増加 同程度

量販店（合計19社） 

食肉惣菜の取扱見通し 

注：取扱割合は重量ベース 

高い

28%

普通

50%

低い

16%

わからない

6%

量販店（合計18社）
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